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(57)【要約】
【課題】ワンタッチキーによって受け付けた宛先を含む
確認画面を表示するか否かを、確認画面を介して設定す
ることができる仕組みを提供する。
【解決手段】本データ送信装置は、ワンタッチキーによ
って受け付けた宛先を含む確認画面を表示するか否かを
設定する画面を表示し、表示された画面によって確認画
面を表示するよう設定されていることに基づき、宛先を
受け付けたことに応じて確認画面を表示するよう制御す
る。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受け付けた宛先にデータを送信するデータ送信装置であって、
　ワンタッチキーによって宛先を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段によって受け付けた宛先を含む確認画面を表示するか否かを設定する画面
を表示する表示手段と、
　前記表示手段によって表示された画面によって前記確認画面を表示するよう設定されて
いることに基づき、前記受付手段によって宛先を受け付けたことに応じて前記確認画面を
表示するよう制御する制御手段とを有することを特徴とするデータ送信装置。
【請求項２】
　前記表示手段によって表示された画面によって前記確認画面を表示しないよう設定され
ていることに基づき、前記受付手段によって宛先を受け付けたことに応じて前記確認画面
は表示されないことを特徴とする請求項１に記載のデータ送信装置。
【請求項３】
　アドレス帳によって宛先を受け付ける第２の受付手段をさらに有し、
　前記第２の受付手段によって宛先を受け付けた場合には、前記表示手段によって表示さ
れた画面による設定に関わらずに、前記受付手段によって宛先を受け付けたことに応じて
前記確認画面を表示しないことを特徴とする請求項１または２に記載のデータ送信装置。
【請求項４】
　前記受付手段は、宛先表示領域を含む所定の画面が表示されている状態で前記宛先を受
け付け可能であり、
　前記確認画面は、前記受付手段によって受け付けた宛先を前記所定の画面の宛先表示領
域に表示するためのキーを含むことを特徴とすることを特徴とする請求項１乃至３のいず
れか１項に記載のデータ送信装置。
【請求項５】
　前記確認画面は、前記受付手段によって受け付けた宛先を宛先表示領域に表示せずに前
記確認画面を閉じるためのキーをさらに含むことを特徴とする請求項４に記載のデータ送
信装置。
【請求項６】
　データを送信する送信指示に従って、前記受付手段によって受け付けた宛先に送信する
送信手段をさらに有し、
　前記表示手段は、前記受付手段によって宛先を受け付けた後、前記送信指示を受け付け
る前に、前記確認画面を表示可能であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項
に記載のデータ送信装置。
【請求項７】
　前記宛先はファクシミリの宛先であることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項
に記載のデータ送信装置。
【請求項８】
　受け付けた宛先にデータを送信するデータ送信装置であって、
　ワンタッチキーによって宛先を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段によって受け付けた宛先に対応する名称を含む確認画面を表示するか否か
を設定する画面を表示する表示手段と、
　前記表示手段によって表示された画面によって前記確認画面を表示するよう設定されて
いることに基づき、前記受付手段によって宛先を受け付けたことに応じて前記確認画面を
表示するよう制御する制御手段とを有することを特徴とするデータ送信装置。
【請求項９】
　受け付けた宛先にデータを送信するデータ送信装置の制御方法であって、
　ワンタッチキーによって宛先を受け付ける受付工程と、
　前記受付工程で受け付けた宛先を含む確認画面を表示するか否かを設定する画面を表示
する表示工程と、
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　前記表示工程で表示された画面によって前記確認画面を表示するよう設定されているこ
とに基づき、前記受付工程で宛先を受け付けたことに応じて前記確認画面を表示するよう
制御する制御工程とを有することを特徴とするデータ送信装置の制御方法。
【請求項１０】
　受け付けた宛先にデータを送信するデータ送信装置の制御方法であって、
　ワンタッチキーによって宛先を受け付ける受付工程と、
　前記受付工程で受け付けた宛先に対応する名称を含む確認画面を表示するか否かを設定
する画面を表示する表示工程と、
　前記表示工程で表示された画面によって前記確認画面を表示するよう設定されているこ
とに基づき、前記受付工程で宛先を受け付けたことに応じて前記確認画面を表示するよう
制御する制御工程とを有することを特徴とするデータ送信装置の制御方法。
【請求項１１】
　請求項９または１０に記載されたデータ送信装置の制御方法を、コンピュータに実行さ
せるためのプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データ送信装置、その制御方法、及びプログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、装置サイズがコンパクトな画像処理装置の分野においてコストの低減だけでなく
、更なる小型化かつ高機能化が求められている。また、ネットワークが広く普及により、
画像処理装置は、ファクシミリ送信や、外部装置に対してデータを送信する機能も有する
ことが一般的になってきている。
【０００３】
　また、送信に際して送信先を簡便に指定する方法として特定のハードキーに送信先を割
り当てたワンタッチキーや数桁の特定番号に送信先を割り当てた短縮ダイヤルが用いられ
ている。また、それらワンタッチキーや短縮ダイヤルに割り当てられた送信先を一覧から
選択可能とするアドレス帳が実現されている。
【０００４】
　しかし、ワンタッチキー及び短縮ダイヤルは入力が容易である反面どのキー又は番号に
所望の送信先が割り当てられているかを容易に確認するのは難しく、ワンタッチキーの押
し間違い又は短縮ダイヤル番号間違いによる誤送信の懸念があった。これに対し、アドレ
ス帳からの送信先指定であれば内容を確認した上で送信先を指示することができるため、
誤送信を低減することができる。しかし、内容確認を容易に行うことができる一方で、一
覧表から順次内容を確認しながら指示を行うため操作が煩雑となっていた。このような問
題を解決するため、特許文献１には、ワンタッチキーに割り当てられた送信先を表示する
ための表示部を設けた画像送信装置が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平０６－３０３３０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記従来技術には以下に記載する問題がある。例えば、上記従来技術で
は、ワンタッチキーに割り当てられている送信先を確認することは容易に行えるため、送
信先を選択する前に注意深く内容を確認し、指定した後にその送信先が正しいものである
かを再度確認すれば誤送信とはならない。しかし、指定した送信先がそのまま使用されて
しまうため、依然として、押し間違いや番号間違いによる誤送信の懸念は払拭されない。
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【０００７】
　本発明は、上述の問題に鑑みて行われたものであり、ワンタッチキーによって受け付け
た宛先を含む確認画面を表示するか否かを、確認画面を介して設定することができる仕組
みを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、データを送信するデータ送信装置であって、ワンタッチキーによって宛先を
受け付ける受付手段と、前記受付手段によって受け付けた宛先を含む確認画面を表示する
か否かを設定する画面を表示する表示手段と、前記表示手段によって表示された画面によ
って前記確認画面を表示するよう設定されていることに基づき、前記受付手段によって宛
先を受け付けたことに応じて前記確認画面を表示するよう制御する制御手段とを有するこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明は、ワンタッチキーによって受け付けた宛先を含む確認画面を表示するか否かを
、確認画面を介して設定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第１の実施例に係る画像処理装置の構成を示す図。
【図２】第１の実施例に係る操作パネルを示す図。
【図３】第１の実施例に係るワンタッチキー／短縮ダイヤルとアドレス帳の関連を示す図
。
【図４】第１の実施例に係るワンタッチキー／短縮ダイヤルから宛先を指定した場合の画
面フローを示す図。
【図５】第１の実施例に係るアドレス帳から宛先を指定した場合の画面フローを示す図。
【図６】第１の実施例に係る入力宛先確認画面表示処理のフローチャート。
【図７】第２の実施例に係る入力宛先確認画面の表示可否を設定する画面を示す図。
【図８】第２の実施例に係る入力宛先確認画面の表示／非表示を伴う処理のフローチャー
ト。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明を実施するための形態について図面を用いて説明する。なお、以下の実施
形態は特許請求の範囲に係る発明を限定するものでなく、また実施形態で説明されている
特徴の組み合わせの全てが発明の解決手段に必須のものとは限らない。
【００１２】
　＜第１の実施例＞
　＜画像処理装置の構成＞
　以下では、図１乃至図６を参照して、第１の実施例について説明する。まず、図１を参
照して、本実施例における画像処理装置１００のハードウェア構成について説明する。各
ブロックはモジュールを示しており、ブロック間の矢印はデータ又は指示の流れを示して
いる。
【００１３】
　画像処理装置１００は、印刷部１０７、読取部１０９、操作パネル１１０、回線Ｉ／Ｆ
１１２、及び、これらの制御を司るコントローラ部１０１を備える。また、コントローラ
部１０１は、ＣＰＵ１０２、ＲＡＭ１０３、ＲＯＭ１０４、印刷部Ｉ／Ｆ１０６、読取部
Ｉ／Ｆ１０８、ＭＯＤＥＭ（モデム）１１１、ＵＳＢ　Ｉ／Ｆ１１５、及びネットワーク
Ｉ／Ｆ１１８を備える。また、各ブロックは、システムバス１０５にて接続されている。
本ブロック図では、読取部１０９及び印刷部１０７を画像処理装置１００の内部に設けた
構成としたが、それぞれもしくは両方とも外部に設ける構成でもよい。
【００１４】
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　ＣＰＵ１０２は、各種制御プログラムを実行して各ブロックを統括的に制御する。具体
的には、ＣＰＵ１０２は、ＲＯＭ１０４に格納されている各種制御プログラムをＲＡＭ１
０３に読み出して実行することにより実現する。また、各種制御プログラムは、不図示の
ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）に圧縮状態／非圧縮状態で格納されてもよい。
【００１５】
　ネットワークＩ／Ｆ１１８は、ネットワーク（ＬＡＮ）１２０などを介してホストコン
ピュータ１２１（図中、ＰＣと表記；以降、ＰＣと称する。）との通信処理を行う。ネッ
トワークＩ／Ｆ１１８とネットワーク網１２０とは、ＬＡＮケーブル１１９などの通信ケ
ーブルで接続される。モデム１１１は、回線Ｉ／Ｆ１１２を介して公衆回線網１１４と接
続し、不図示の他の画像処理装置やファクシミリ装置、電話機などと通信処理を行う。回
線Ｉ／Ｆ１１２と公衆回線網１１４とは、一般的に電話線１１３などで接続される。
【００１６】
　印刷部Ｉ／Ｆ１０６は、印刷部１０７（プリンタエンジン）に画像信号を出力するイン
タフェースを担う。また、読取部Ｉ／Ｆ１０８は、読取部１０９（スキャナエンジン）か
らの読取画像信号を入力するインタフェースを担う。ＣＰＵ１０２は、読取部Ｉ／Ｆ１０
９より入力された画像信号を処理し、記録画像信号として印刷部Ｉ／Ｆ１０６へ出力する
。
【００１７】
　ＣＰＵ１０２は、ＲＯＭ１０４のフォント領域に記憶されたフォント情報を用いて、操
作パネル１１０の表示部に文字や記号を表示したり、ユーザの指示を受けた操作パネル１
１０からの指示情報を受けたりする。また、ＲＯＭ１０４のデータ領域には、ＣＰＵ１０
２によって画像処理装置１００の装置情報や、ユーザの電話帳情報、部門管理情報などが
記憶され、ＣＰＵ１０２により必要に応じて読み出され、必要に応じて更新される。
【００１８】
　＜操作パネル＞
　次に、図２を参照して、本実施例に係る画像処理装置１００の操作パネル１１０につい
て説明する。本実施例における画像処理装置１００は、前述の読取部１０９と印刷部１０
７によるコピー機能や、読取部１０９とＵＳＢ　Ｉ／Ｆ１１５によるスキャン機能などを
有する。さらに、モデム１１１によるファクシミリ機能や、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ
　Ｓｅａｒｉａｌ　Ｂｕｓ）１１６やネットワーク経由１２０でＰＣ１２１から指示を受
けた印刷（プリント）を行う機能も有する。また、操作パネル１１０は、ユーザ入力を受
け付ける受付手段として機能する。
【００１９】
　図２に示すように、操作パネル１１０には、上述した機能を選択するファンクションキ
ー２０１～２０３があり、ユーザは使用したい機能のボタンを押下する。また、ユーザに
設定状態や画像処理装置１００の機器状態を通知するための表示部２０４を有する。矢印
キー２０５は、表示部２０４に表示されたカーソルなどの移動に用いられる。矢印キー２
０５は、上下左右４つのボタンがある。矢印キーの中央には、ＯＫキー２０６が配置され
、設定や問い合わせに対する「決定キー」の機能を有する。
【００２０】
　コピー部数やファクシミリ機能における電話番号の入力などには、ユーザはテンキー２
０７を用いる。コピーやスキャンやファクシミリのスタートを指示するキーとして白黒ス
タートキー２０８やカラースタートキー２０９がある。原稿を読み取った時にカラー原稿
かモノクロ原稿かを判定可能な機能を有する画像処理装置１００においては、図２に示す
ように個別のスタートキーを持たない場合がある。
【００２１】
　ストップキー２１０は、各機能の動作を停止させる指示を行うキーである。一方、動作
を停止させる方法として、ユーザは、状態確認・停止キー２１１を使って現在画像処理装
置１００で行っている処理を表示する状態確認画面を介して、停止したい処理を選択して
停止させることができる。その場合も、選択・決定には前述の矢印キー２０５とＯＫキー
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２０６を用いる。
【００２２】
　ファクシミリや送信を行う際の宛先を簡便に指定する方法としてワンタッチキー２１２
、短縮キー２１３及びアドレス帳キー２１４が設けられる。ワンタッチキー２１２は、複
数の数字キーを含み、各ボタンに対して１つの宛先が登録されており、所望のボタンを１
回押下することで宛先を指定することができる。短縮ダイヤルは、短縮キー２１３を押下
することで番号入力を促す画面が表示され、所望の宛先に割り当てられた短縮された番号
をテンキー２０７から入力することで宛先を指定することができる。アドレス帳キー２１
４が押下されることにより、画像処理装置１００に登録されている宛先の一覧が表示され
、矢印キー２０５によって宛先を選択しＯＫキー２０６によって所望の宛先を決定するこ
とができる。なお、ここでは、ワンタッチキー２１２、短縮キー２１３、及びアドレス帳
キー２１４をハードウェアキーとして説明したが、本発明はこれに限定されず、タッチパ
ネル式の表示部２０４に選択可能に表示したソフトウェアキーとして実現してもよい。ま
た、以下では、ワンタッチキー２１２、短縮キー２１３、又はアドレス帳キー２１４を用
いた宛先を容易に入力することができる操作を簡易操作と称する。
【００２３】
　＜簡易操作＞
　次に、図３を参照して、本実施例における、ワンタッチキー２１２、短縮キー２１３、
又はアドレス帳キー２１４を用いた簡易操作について説明する。図３に示すように、ワン
タッチキー２１２において、キー０１にユーザ１が割り当てられ、キー０２にユーザ２が
割り当てられている。また、短縮ダイヤルとして、００１にユーザ３，００２にユーザ４
が割り当てられている。短縮ダイヤルを指定するためには短縮キー２１３を押下した後、
テンキー２０７から登録されている番号を入力する。ワンタッチキー２１２及び短縮キー
２１３に登録されている宛先は、アドレス帳からも参照／使用することができる。
【００２４】
　アドレス帳はアドレス帳キー２１４を押下することで表示部２０４に表示される。登録
されている宛先がどのプロトコルのものであるかはアイコン３０１で示される。図３の例
では、ユーザ１～ユーザ３は、ファクシミリであることを示し、ユーザ４はＥ－Ｍａｉｌ
であることを示す。登録されている宛先がワンタッチキー２１２に割り当てられているか
否かはアイコン３０２で示される。図３ではユーザ１及びユーザ２がワンタッチキー２１
２に割り当てられていることを示す。アドレス帳に表示される項目は、タブ３０３によっ
て切り替えることができる。図３では［全て］［ワンタッチキー］［“あ”で始まる宛先
］のタブが表示されている。宛先及びタブについて、現在選択されている項目は反転表示
される。図３では、［全て］が反転表示されているため、アドレス帳に登録されている全
ての宛先が表示されている。なお、表示部２４０における表示領域の制限により、全ての
宛先を表示することができない場合は、スクロールボタン等を表示してスクロールして表
示するようにしてもよい。
【００２５】
　＜画面遷移＞
　次に、図４及び図５を参照して、本実施例に係る簡易操作を行った場合の画面遷移につ
いて説明する。画面４０１はファクシミリ基本画面であり、宛先の入力待ちを行う画面で
ある。この画面においてワンタッチキー２１２又は短縮キー２１３から宛先を指定した場
合、入力したワンタッチキー２１２の内容を示す確認画面４０２が表示され、ユーザに対
して内容の確認を促す。
【００２６】
　図４に示すように、確認画面４０２には、実行された簡易操作、例えば、ワンタッチキ
ーの「０１」が押下されたことを示す情報（簡易操作の種類）が表示される。さらに、確
認画面４０２には、ワンタッチキー「１」に登録されている、宛先のユーザ名及び宛先ア
ドレス（宛先の内容）と、ＯＫボタンと、Ｃａｎｃｅｌボタンとが表示される。確認画面
４０２において［ＯＫ］が選択された場合、宛先が指定されたファクシミリ画面４０３に
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遷移する。確認画面４０２において［Ｃａｎｃｅｌ］が選択された場合、宛先の指定は行
われず、画面４０１に戻る。
【００２７】
　画面４０３には、送信開始を行うスタートキーと、現在宛先として指定されている数と
、宛先の簡易表示、例えば、プロトコル、名称及び宛先アドレスと、現在の受信モードや
受信時の解像度とが表示される。つまり、本実施例では、画面４０１において、ワンタッ
チキーが押下された場合であっても即送信を行うのではなく、確認画面４０２を表示して
ユーザに最終確認を促すことができる。ユーザは、確認画面４０２を介して確認した宛先
を採用するのであれば［ＯＫ］選択して送信処理へ移行させ、採用しないのであれば［Ｃ
ａｎｃｅｌ］を選択して送信処理への移行を防ぐことができる。
【００２８】
　次に、図５を参照して、アドレス帳から宛先を指定した場合の画面遷移について説明す
る。画面５０１はアドレス帳に登録されている宛先の一覧を表示しており、矢印キー２０
５によってフォーカスを移動し、ＯＫキー２０６によって宛先を指定する。アドレス帳か
ら宛先を指定する場合、選択しようとしている宛先は画面５０１に表示されているため、
同じワンタッチキー２１２に割り当てられている宛先であっても確認画面４０２の表示は
行わず、送信画面５０２に遷移する。つまり、本実施例によれば、アドレス帳を用いて簡
易操作を行う場合は、ワンタッチキー２１２を押下する場合とは異なり、画面５０１にお
いてユーザ確認ができているため、送信を開始するとともに、送信画面を表示する。即ち
、本実施例によれば、簡易操作を、確認画面により宛先の確認が必要な確認操作である第
１種類と、確認画面を表示する必要のない第２種類に分けて制御を行う。例えば、第１種
類には、ワンタッチキー２１２又は短縮キー２１３を用いた簡易操作が含まれ、第２種類
には、アドレス帳キー２１４を用いた簡易操作が含まれる。
【００２９】
　＜処理手順＞
　次に、図６を参照して、本実施例に係る入力宛先の確認画面を表示する処理手順につい
て説明する。以下で説明する処理は、例えば、ＣＰＵ１０２がＲＯＭ１０４やＨＤＤに格
納された制御プログラムをＲＡＭ１０３に読み出して実行することにより実現される。
【００３０】
　Ｓ６０１において、ユーザは操作パネル１１０より宛先を入力する。続いて、Ｓ６０２
において、ＣＰＵ１０２は、宛先の入力方法がワンタッチキー２１２又は短縮キー２１３
であるか否かを判定する。つまり、ここでは、ユーザが行った簡易操作の種類を判定して
いる。ワンタッチキー２１２又は短縮キー２１３からの入力でない場合、ＣＰＵ１０２は
、Ｓ６０５に進み入力された宛先を送信先として設定し、処理を終了する。例えば、受け
付けた簡易操作がアドレス帳キー２１４を操作することにより行われた場合は、ユーザが
既に宛先を確認しているものとして、確認処理を行わずに送信設定処理を行い、送信処理
へ移行する。
【００３１】
　一方、Ｓ６０２で簡易操作がワンタッチキー２１２又は短縮キー２１３の何れかからの
ものであったと判定するとＳ６０３に進み、ＣＰＵ１０２は、表示部２０４に確認画面４
０２を表示する。続いて、Ｓ６０４において、ＣＰＵ１０２は、ユーザが確認画面４０２
における［ＯＫ］を選択したか否かを判定する。［ＯＫ］を選択した場合はＳ６０５に進
み、ＣＰＵ１０２は、入力された宛先を送信先として設定し、処理を終了する。
【００３２】
　一方、Ｓ６０４においてユーザが［Ｃａｎｃｅｌ］を選択した場合にはＳ６０６に進み
、ＣＰＵ１０２は、入力された宛先を破棄して処理を終了する。即ち、ユーザが宛先入力
を誤っていたと判断し、送信設定処理を行わず、そのまま処理を終了する。
【００３３】
　以上説明したように、本実施例によれば、ワンタッチキー又は短縮キーを用いて宛先の
簡易操作が行われた場合には、指示されたワンタッチキー又は短縮キーの番号を確認画面
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に表示し、ユーザの確認を促すことで誤入力を防ぐ。一方、アドレス帳からの指示を行う
場合は、確認画面を表示して改めて番号の確認を行わず、操作が煩雑になることを防ぐこ
とができる。これにより、本実施例に係る画像処理装置は、簡易操作の種類に応じて、好
適にユーザへの宛先確認を行うことができる。
【００３４】
　＜第２の実施例＞
　以下では、図７及び図８を参照して、本発明の第２の実施例について説明する。上記第
１の実施例では、ワンタッチキー又は短縮キーを用いた簡易操作が行われると、常に確認
画面を表示していた。しかし、本実施例では、上述のような簡易操作の場合に常に確認画
面を表示するのではなく、設定により表示するか非表示にするかを選択可能な構成につい
て説明する。
【００３５】
　＜設定画面＞
　まず、図７を参照して、本実施例における、入力宛先の確認画面の表示可否を設定する
設定画面について説明する。図７においてＯＦＦが選択された場合、簡易操作がワンタッ
チキー２１２又は短縮キー２１３からの宛先入力であっても、入力宛先の確認画面４０２
を表示しない。一方、ＯＮが選択された場合、簡易操作がワンタッチキー２１２又は短縮
キー２１３からの宛先入力であれば、入力宛先の確認画面４０２を表示する。なお、これ
らの設定画面を介した設定は、実際にファクシミリや送信処理を実行する前に行われるこ
とが望ましい。
【００３６】
　＜処理手順＞
　次に、図８を参照して、本実施例に係る入力宛先の確認画面の表示／非表示の設定を設
けた場合の確認画面を表示する処理手順について説明する。以下で説明する処理は、例え
ば、ＣＰＵ１０２がＲＯＭ１０４やＨＤＤに格納された制御プログラムをＲＡＭ１０３に
読み出して実行することにより実現される。
【００３７】
　まず、Ｓ８０１において、ユーザは操作パネル１１０より宛先を入力する。続いて、Ｓ
８０２において、ＣＰＵ１０２は、宛先の入力方法がワンタッチキー２１２又は短縮キー
２１３であるか否かを判定する。つまり、ここでは、ユーザが行った簡易操作の種類を判
定している。ワンタッチキー２１２又は短縮キー２１３からの入力でない場合、ＣＰＵ１
０２は、Ｓ８０６において入力された宛先を送信先として設定し、処理を終了する。例え
ば、受け付けた簡易操作がアドレス帳キー２１４を操作することにより行われた場合は、
ユーザが既に宛先を確認しているものとして、確認処理を行わずに送信設定処理を行い、
送信処理へ移行する。
【００３８】
　一方、Ｓ８０２で簡易操作がワンタッチキー２１２又は短縮キー２１３の何れかからの
ものであったと判定するとＳ８０３に進み、ＣＰＵ１０２は、現状の設定が確認画面４０
２を表示するよう設定されているか否かを判定する。入力宛先の確認画面４０２を表示す
るよう設定されていればＳ８０４に進み、ＣＰＵ１０２は、表示部２０４に確認画面４０
２を表示する。続いて、Ｓ８０４において、ユーザが［ＯＫ］を選択した場合はＳ８０６
に進み、ＣＰＵ１０２は、入力された宛先を送信先として設定し、処理を終了する。
【００３９】
　一方、Ｓ８０５でユーザが［Ｃａｎｃｅｌ］を選択した場合はＳ８０７に進み、ＣＰＵ
１０２は、入力された宛先を破棄して処理を終了する。また、Ｓ８０３で入力宛先の確認
画面４０２を表示しないように設定されていれば確認画面を表示することなくＳ８０６に
進み、ＣＰＵ１０２は、入力された宛先を送信先として設定し、処理を終了する。
【００４０】
　以上説明したように、本実施例によれば、上記第１の実施例の構成に加えてさらに、ワ
ンタッチキー又は短縮キーにより入力されたダイヤル番号の確認画面を表示するか、又は
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、非表示にするかをユーザの要望に応じて設定することができる。
【００４１】
　＜その他の実施例＞
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又はＣ
ＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【符号の説明】
【００４２】
　１００：画像処理装置、１０１：コントローラ部、１０２：ＣＰＵ、１０３：ＲＡＭ、
１０４：ＲＯＭ、１０５：システムバス、１０６：印刷部Ｉ／Ｆ、１０７：印刷部、１０
８：読取部Ｉ／Ｆ、１０９：読取部、１１０：操作パネル、１１１：モデム、１１２：回
線Ｉ／Ｆ、１１５：ＵＳＢ　Ｉ／Ｆ、１１８：ネットワークＩ／Ｆ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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